
2023 3 https://www.ja-aichiminami.jp/

     
2

 
特集　ＴＡＨＡＲＡぐるっと農業フェスタ2023

6 みなみトピックス
緊急時に冷静な対応を
花でバレンタインを盛り上げる

10 農に生きる    田原カーネーション部会　河合  年宏さん

17 ほほえみ  
18 みなみKIDS

田原カーネーション部会　河合  年宏さん



　
３
年
ぶ
り
に
「
Ｔ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
ぐ
る
っ
と
農
業
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
３
」
が
田
原
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
１７
日
に
「
第
２４
回
田
原
市
・
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
園
芸
農

産
物
総
合
品
評
会
審
査
会
」
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ

ｅ
ｒ 

Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
」
を
、
１８
日
に
表
彰
式
・
一
般
公
開
・
即

売
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
品
評
会
で
は
、
青
果
部
門
２
９
３
点
、
花
き
部
門
３
１
０
点
の
合
計
６
０
３
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
田
原
農
業
改
良
普
及
課
を
始
め
、
42
名
で
各
部
門
に
分
か
れ
厳
正
な
る
審
査
を

行
い
、
金
賞
７４
点
、
銀
賞
７８
点
を
選
出
し
ま
し
た
。
金
賞
受
賞
者
は
Ｐ
３
～
４
の
通
り
で
す
。

ま
た
、
翌
日
に
は
今
回
の
品
評
会
で
出
品
さ
れ
た
農
産
物
の
即
売
会
が
行
わ
れ
、
販
売
前
か

ら
約
１
０
０
名
ほ
ど
の
列
が
で
き
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
販
売
促
進
・
消
費
宣
伝
を
目
的
に
行
わ
れ
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
」
で
は
、

各
部
会
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
市
場
や
顧
客
を
招
き
、
有
利
販
売
に
向

け
生
産
者
は
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
と
と
も
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

2



受
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
）

◆
農
林
水
産
大
臣
賞　

　

ミ
ニ
ト
マ
ト 

鈴
木　

貢
二
（
赤
羽
根
町
）

◆
愛
知
県
知
事
賞

　

輪
菊
（
精
興
の
誠
） 

渡
会　

真
人
（
堀
切
町
）

　

切
花
（
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
） 

宮
川　

和
也
（
福
江
町
）

　

鉢
物
（
フ
ィ
カ
ス
） 

小
久
保
勝
大
（
堀
切
町
）

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ト
マ
ト 

大
谷　

和
祥
（
南
神
戸
町
）

　

冬
キ
ャ
ベ
ツ 

加
藤　

直
之
（
保
美
町
）

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

合
川　

正
幸
（
大
久
保
町
）

　

冬
野
菜
（
い
ち
ご
） 

田
中　

寛
之
（
山
田
町
）

◆
愛
知
県
議
会
議
長
賞 

　

切
花
（
ス
プ
レ
ー
マ
ム
） 

鈴
木　

俊
博
（
赤
羽
根
町
）

◆
田
原
市
長
賞　
　
　
　
　
　
　

　

輪
菊
（
神
馬
） 

河
合　

俊
幸
（
西
神
戸
町
）

　

切
花
（
デ
ィ
ス
バ
ッ
ド
マ
ム
） 

金
原　

真
人
（
若
見
町
）

　

鉢
物 

（
エ
ラ
チ
オ
ー
ル
ベ
ゴ
ニ
ア
） 

古
川　
　

学
（
小
塩
津
町
）

　

丸
ト
マ
ト 

山
本　
　

効
（
亀
山
町
）

　

ミ
ニ
ト
マ
ト 

糟
谷　

勝
利
（
伊
良
湖
町
）

　

春
キ
ャ
ベ
ツ 

高
橋　

由
光
（
山
田
町
）

　

冬
野
菜
（
大
葉
） 

大
久
保
蓮
太
（
八
王
子
町
） 

◆
田
原
市
議
会
議
長
賞

　

切
花
（
ス
プ
レ
ー
マ
ム
） 

宮
川　

直
士
（
福
江
町
）

　

冬
野
菜
（
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
） 

林　
　
　

弘
（
野
田
町
）

◆
愛
知
県
花
き
温
室
園
芸
組
合
連
合
会
長
賞

　

輪
菊
（
精
興
の
誠
） 

大
村　

祐
樹
（
八
王
子
町
）

　

切
花
（
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
） 

三
竹　
　

仁
（
中
山
町
）

　

鉢
物
（
ポ
ト
ス
） 

荒
木　

佑
介
（
中
山
町
）

◆
愛
知
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

　

輪
菊
（
神
馬
） 

間
瀬　

昌
利
（
和
地
町
）

　

切
花
（
グ
ロ
リ
オ
サ
） 

藤
井　

隆
志
（
和
地
町
）

　

鉢
物
（
ア
ジ
サ
イ
） 

太
田　

高
史
（
小
塩
津
町
）

　

丸
ト
マ
ト 

藤
井　

英
敏
（
神
戸
町
）

　

ミ
ニ
ト
マ
ト 
森
下　

和
久
（
小
中
山
町
）

◆
愛
知
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
長
賞

　

輪
菊
（
神
馬
） 

伊
藤　

雄
一
（
高
松
町
）

　

切
花
（
ス
プ
レ
ー
マ
ム
） 

荒
木　

裕
樹
（
福
江
町
）

　

切
花
（
バ
ラ
） 

苅
谷　

尚
久
（
西
山
町
）

　

ミ
ニ
ト
マ
ト 

伊
藤　

博
文
（
和
地
町
）

　

冬
キ
ャ
ベ
ツ 

大
岩　

和
久
（
相
川
町
）

◆
東
海
地
域
花
き
普
及
・
振
興
協
議
会
長
賞

　

輪
菊
（
精
興
の
誠
） 

木
村　

康
一
（
高
木
町
）

　

切
花
（
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
） 

本
多　

清
和
（
野
田
町
）

◆
愛
知
県
農
業
共
済
組
合
長
賞

　

切
花
（
リ
シ
ア
ン
サ
ス
） 

坂
本　

治
彦
（
向
山
町
）

◆
東
海
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
社
長
賞　

　

輪
菊
（
精
興
光
明
） 

河
合　

一
成
（
和
地
町
）

　

切
花
（
ス
ト
ッ
ク
） 

石
井　

久
登
（
福
江
町
）

◆
東
京
都
花
き
市
場
協
同
組
合
理
事
長
賞

　

輪
菊
（
神
馬
） 

荒
木　

一
輝
（
和
地
町
）

　

切
花
（
ガ
ー
ベ
ラ
） 

石
橋　

宏
樹
（
伊
良
湖
町
）

◆
愛
知
名
港
花
き
卸
売
事
業
協
同
組
合
理
事
長
賞

　

輪
菊
（
神
馬
） 

石
川　
　

悟
（
江
比
間
町
）

　

切
花
（
ス
プ
レ
ー
マ
ム
） 

岡
本　

翔
太
（
堀
切
町
）

◆
愛
知
県
花
き
市
場
組
合
理
事
長
賞

　

輪
菊
（
神
馬
） 

立
岩　

光
雄
（
波
瀬
町
）

　

切
花
（
カ
ス
ミ
ソ
ウ
） 

荒
木　

芳
人
（
中
山
町
）

◆
日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
首
都
圏
支
所
支
所
長
賞

　

輪
菊
（
精
興
の
誠
） 

石
井　

誠
也
（
向
山
町
）

◆
日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
関
西
支
所
支
所
長
賞

　

切
花
（
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
） 

川
口　

直
也
（
小
中
山
町
）

　

鉢
物
（
ヤ
ッ
コ
カ
ズ
ラ
） 

荒
木　

宗
春
（
和
地
町
）

◆
豊
明
花
き
株
式
会
社
社
長
賞

　

鉢
物
（
ペ
ラ
ル
ゴ
ニ
ウ
ム
） 

小
久
保
高
浩
（
堀
切
町
）

◆
東
一
川
崎
中
央
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

ミ
デ
ィ
ト
マ
ト 

小
久
保
伸
一
（
伊
良
湖
町
）

◆
豊
一
豊
田
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

丸
ト
マ
ト 

稲
垣　

健
太
（
保
美
町
）

◆
東
京
多
摩
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

河
合　

恭
祐
（
大
久
保
町
）

◆
横
浜
丸
中
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ト
マ
ト 

間
瀬　

博
孝
（
和
地
町
）

▲ 受賞したミニトマト

第２４回　田原市・ＪＡ愛知みなみ
園芸農産物総合品評会審査会
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◆
東
京
新
宿
ベ
ジ
フ
ル
株
式
会
社
社
長
賞

　
ミ
ニ
ト
マ
ト 

小
久
保
貴
啓
（
堀
切
町
）

◆
株
式
会
社
Ｒ
＆
Ｃ
な
が
の
青
果
松
本
支
社
支
社
長
賞

　

ミ
ニ
ト
マ
ト 

小
久
保
栄
祐
（
高
松
町
）

◆
姫
路
大
同
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

冬
キ
ャ
ベ
ツ 

福
井　
　

裕
（
南
神
戸
町
）

◆
三
重
Ｖ
Ｆ
株
式
会
社
社
長
賞

　

ミ
ニ
ト
マ
ト 

河
合
雅
之
助
（
和
地
町
）

◆
千
葉
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

冬
キ
ャ
ベ
ツ 

鵜
飼
加
津
代
（
伊
川
津
町
）

◆
東
京
シ
テ
ィ
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

ミ
ニ
ト
マ
ト 
鈴
木　

久
永
（
赤
羽
根
町
）

◆
Ｊ
Ａ
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
東
京
セ
ン
タ
ー
長
賞

　

春
キ
ャ
ベ
ツ 

田
中　

和
義
（
山
田
町
）

◆
岐
阜
中
央
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

冬
キ
ャ
ベ
ツ 

井
本　

知
宏
（
亀
山
町
）

◆
株
式
会
社
奈
良
大
果
社
長
賞

　

冬
キ
ャ
ベ
ツ 

彦
坂　

知
宏
（
谷
熊
町
）

◆
セ
ン
ト
ラ
イ
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

河
合
太
一
郎
（
野
田
町
）

◆
Ｊ
Ａ
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
大
阪
セ
ン
タ
ー
長
賞

　

冬
キ
ャ
ベ
ツ 

藤
城　

佳
克
（
神
戸
町
）

◆
東
京
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

春
キ
ャ
ベ
ツ 

赤
佐　

敏
生
（
中
山
町
）

◆
名
古
屋
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

ミ
ニ
ト
マ
ト 

小
久
保
博
信
（
堀
切
町
）

◆
大
一
青
果
株
式
会
社
社
長
賞

　

冬
野
菜
（
い
ち
ご
） 

高
橋　

章
人
（
山
田
町
）

◆
愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

輪
菊
（
神
馬
） 

石
井　

孝
史
（
向
山
町
）

　

切
花
（
ス
プ
レ
ー
マ
ム
） 

石
井　

宏
道
（
伊
川
津
町
）

　

切
花
（
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
） 

吉
川　

悟
司
（
小
中
山
町
）

　

鉢
物
（
ボ
ロ
ニ
ア
） 

古
田　

真
悟
（
高
松
町
）

　

丸
ト
マ
ト 

根
木　

源
一
（
赤
羽
根
町
）

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ト
マ
ト 

糟
谷　

芳
伸
（
伊
良
湖
町
）

　

ミ
ニ
ト
マ
ト 

藤
井　

正
明
（
和
地
町
）

　

春
キ
ャ
ベ
ツ 

鈴
木　

一
成
（
伊
川
津
町
）

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

牧
野　

吉
晃
（
浦
町
）

　

冬
野
菜
（
い
ち
ご
） 

田
中　
　

真
（
山
田
町
）
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青
果
物
の
部

―
丸
ト
マ
ト　
　
　
　
　
　

　

出
品
点
数
は
27
点
で「
か
れ
ん
」
11
点
、「
Ｔ
Ｙ

み
そ
ら
86
」８
点
、
そ
の
他
８
点
で
し
た
。

　

着
色
、
果
形
の
揃
い
が
優
れ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

感
の
あ
る
も
の
が
多
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
平

均
糖
度
は
７
・
２
度
、
最
高
糖
度
は
７
・
６
度
で
、

全
体
的
に
食
味
も
優
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も

安
定
し
た
品
質
で
の
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

ミ
デ
ィ
ト
マ
ト

　

出
品
点
数
は
４
点
で
、
色
つ
や
、
揃
い
と
も

良
い
も
の
が
多
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
平
均
糖

度
は
７
・
３
度
、
最
高
糖
度
は
９
・
５
度
と
高
く
、

食
味
も
優
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
揃

い
が
良
く
酸
味
と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
も

の
が
入
賞
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ト
マ
ト　
　
　
　
　
　

　

出
品
点
数
は
11
点
で「
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ー
ス

ト
」10
点
、「
Ｔ
Ｙ
フ
ァ
ー
ス
ト
」１
点
で
し
た
。

　

果
実
の
し
ま
り
が
良
く
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
マ
ト

ら
し
い
形
状
の
も
の
が
多
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

平
均
糖
度
は
６
・
１
度
、
最
高
糖
度
は
７
・
１
度

で
、
食
味
も
優
れ
て
お
り
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
マ
ト

ら
し
い
酸
味
の
あ
る
味
で
し
た
。
今
後
と
も
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
生
産
の
維
持
拡
大
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ミ
ニ
ト
マ
ト

　

出
品
点
数
は
84
点
で
、
品
種
別
に
は「
千
果
」

系
が
41
点
、「
小
鈴
」系
が
22
点
、「
ア
イ
コ
」
が
８

点
、
そ
の
他
の
品
種
が
13
点
で
し
た
。

　

平
均
糖
度
は
７
・６
度
で
、
最
高
糖
度
は
10
・

４
度
と
十
分
な
糖
度
で
し
た
。
一
部
に
着
色
が

悪
い
も
の
や
、
裂
果
、
押
せ
玉
、
果
実
の
柔
ら

か
い
も
の
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特

に
色
つ
や
、
果
形
や
揃
い
が
良
く
、
食
味
が
優

れ
た
も
の
を
選
定
し
ま
し
た
。

 
 

キ
ャ
ベ
ツ

　

出
品
点
数
は
、
冬
系
72
点
、
春
系
35
点
の
合

計
１
０
７
点
で
し
た
。
冬
系
品
種
は「
そ
ら
と
」

を
中
心
に
、
他
に「
Ｙ
Ｒ
た
か
み
ね
」、「
銀
次
郎
」、

「
冬
の
ぼ
り
」
な
ど
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
春
系

品
種
は「
春
岬
」、「
ゆ
ず
な
」、「
さ
ち
な
み
」、「
さ

ち
は
る
」、「
ま
い
ぞ
め
」
な
ど
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
冬
系
、
春
系
の
両
方
と
も
12
月
か
ら
の
低

温
に
よ
る
生
育
停
滞
や
ア
ン
ト
シ
ア
ン
が
発
生

し
や
す
い
状
況
で
、
入
賞
し
た
も
の
は
ア
ン
ト

シ
ア
ン
の
発
生
が
少
な
く
、
球
揃
い
や
球
の
詰

ま
り
が
良
好
で
重
量
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

適
期
収
穫
を
心
掛
け
、
高
品
質
な
キ
ャ
ベ
ツ
の

出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

出
品
点
数
は
23
点
で
、「
ク
リ
ア
」「
グ
リ
ー

ン
マ
ッ
シ
ュ
」
な
ど
12
品
種
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
全
体
に
花
蕾
の
形
状
が
良
く
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
部

に
、
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
や
茎
に
汚
れ
が
あ
る
も
の

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
色
が
濃
く
、

揃
い
の
良
か
っ
た
も
の
を
選
定
し
ま
し
た
。 

洋
菜
類

　
「
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
」「
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
」「
グ
リ
ー

ン
リ
ー
フ
」「
セ
ル
リ
ー
」「
レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ
」の

合
計
８
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
品
目
も

ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
り
、
商
品
性
の
優
れ
た
も

の
で
し
た
。

い
ち
ご

　

出
品
点
数
は
20
点
で
、品
種
は「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
か

お
り
野
」「
章
姫
」「
ゆ
め
の
か
」で
し
た
。ボ
リ
ュ
ー

ム
感
に
優
れ
、
果
実
の
揃
い
も
良
好
な
も
の
が

多
く
、
平
均
糖
度
は
11
・
７
度
、
最
高
糖
度
13
・

４
度
と
食
味
も
優
れ
て
い
ま
し
た
。

大
葉

　

出
品
点
数
は
９
点
で
、
葉
色
、
パ
ッ
ク
内
の

束
揃
い
と
も
に
良
好
で
、
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け

が
た
く
、
産
地
力
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

花
き
の
部

―
輪
菊

　

出
出
品
点
数
は
１
０
８
点
で
、
白
色
品
種
は

「
精
興
の
誠
」「
神
馬
」
が
合
計
１
０
４
点
、
黄
色

品
種
は「
精
興
光
明
」等
４
点
で
し
た
。

　

本
年
は
、
比
較
的
冬
場
の
天
候
に
恵
ま
れ
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
も
の
が
多
く
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
第
１
席
と
な
っ
た「
精
興
の

誠
」
は
、
花
形
や
草
姿
の
バ
ラ
ン
ス
、
全
体
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
が
優
れ
て
お
り
、
申
し
分
の
無
い

品
質
で
し
た
。

　

出
品
物
は
い
ず
れ
も
品
質
が
高
く
、
甲
乙
つ

け
が
た
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
、
一
部
、
咲

き
揃
い
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
や
花
首
の
曲

が
り
等
が
見
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
よ
り
厳
選
し

た
出
品
を
お
願
い
し
ま
す
。

切
花

　

出
品
点
数
は
１
６
６
点
で
、
ス
プ
レ
ー
マ
ム
、

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
バ
ラ
を
は
じ
め
多
種
多

様
な
品
目
と
多
く
の
品
種
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
的
に
出
品
物
の
品
質
は
高
く
、
申
し
分
の

な
い
出
来
映
え
で
あ
り
、
高
い
生
産
技
術
が
伺

え
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
第
１
席
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」
は
、
花
の
高
さ
の
揃
い
が

良
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

が
整
っ
て
お
り
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

鉢
物

　

鉢
花
、
観
葉
植
物
、
花
壇
苗
な
ど
36
点
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
第
１
席
と
な
っ
た

「
フ
ィ
カ
ス
・
ベ
ン
ガ
レ
ン
シ
ス
」
は
、
露
地
畑

で
し
っ
か
り
と
幹
と
根
を
成
長
さ
せ
た
も
の
を

鉢
に
植
え
替
え
ハ
ウ
ス
で
仕
立
て
直
し
て
あ
り
、

幹
が
太
く
枝
数
も
多
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
姿

が
印
象
的
で
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

 　

 ﹇
田
原
農
業
改
良
普
及
課
﹈

〈 
審
査
講
評 

〉
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「
愛
知
県
い
ち
ご
品
評
会
」が
Ｊ
Ａ
西
三
河

で
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら
２
０
８
点
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
は
県
職
員
及
び
青
果
物
市
場
関
係
者

が
行
い
、
外
観
や
色
味
、
糖
度
な
ど
を
基
準

に
審
査
し
、
特
別
賞
20
点
、
入
選
19
点
、
団

体
賞
１
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
は「
今
回
上
位
入
賞
し
た
も

の
は
、
外
観
、
色
沢
、
食
味
と
も
優
れ
て
お

り
、
す
べ
て
に
お
い
て
す
ば
ら
し
い
も
の
で

し
た
」と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
左
記
の
２
名
が
入
選
し

ま
し
た
。

●
入
選

　

紅
ほ
っ
ぺ　

浦
山 

知
浩（
山
田
町
）

　

か
お
り
野　

浦
山 

誠
之（
古
田
町
）

　

青
果
販
売
課
は
、
新
宿
に
あ
る
Ｊ
Ａ
東
京

ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
野
菜
の
即
売
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、
Ｊ
Ａ
職

員
が
キ
ャ
ベ
ツ
の
か
ぶ
り
物
を
か
ぶ
っ
て
店

頭
に
立
ち
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

レ
タ
ス
、
セ
ル
リ
ー
、
ト
マ
ト
、
大
葉
な
ど

冬
を
代
表
す
る
田
原
市
の
野
菜
を
販
売
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
を
使
用
し

た
お
弁
当
が
販
売
さ
れ
、
開
店
前
か
ら
列
が

で
き
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
山
下
政
良
田
原
市
長
と
鈴
木

照
彦
組
合
長
、

間
瀬
浩
文
常

務
も
応
援
に

駆
け
つ
け
ま

し
た
。

　

　

職
員
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
消
火
栓
の
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
さ

れ
て
い
る
施
設
の
救
護
係
が
参
加
し
ま
し
た
。

職
員
は
、
人
形
を
患
者
に
見
立
て
、
救
命
処

置
の
一
連
の
流
れ
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

消
火
栓
講
習
会
で
は
、
本
店
内
の
消
防
係

が
参
加
し
、
講
師
の
経
験
談
を
踏
ま
え
な
が

ら
放
水
ま
で
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
は「
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

し
っ
か
り
覚
え
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
冷
静

に
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

農
機
自
燃
部
は
、
整
備
セ
ン
タ
ー
と
田
原

農
機
セ
ン
タ
ー
で
冬
期
展
示
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
自
動
車
、
農
業
機
械
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
商
品
が
特
別
価
格
で
販
売
さ
れ
、
来
場
者

は
Ｊ
Ａ
職
員
や
メ
ー
カ
ー
担
当
者
と
相
談
し

な
が
ら
購
入
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

来
場
さ
れ
た
方
に
は
、
粗
品
が
贈
ら
れ
多
く

の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

2.2

1.31

▲救命処置の一連の流れを学びました

▲展示会の様子

緊
急
時
に

冷
静
な
対
応
を

▲かおり野 ▲紅ほっぺ

▲特産物で飾られた野菜タワー

▲即売会の様子

2.1
〜 4

2.4
   11

い
ち
ご
品
評
会
で

２
名
が
入
選

愛
知
み
な
み
の

農
産
物
大
集
結

農
機
自
燃
部
が

冬
期
展
示
会
開
催
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2.11

2.6他

フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

体
験
教
室

2.11

2.12

田
原
市
の

花
に
つ
い
て
学
ぶ

東
京
で
愛
知
み
な
み
の

農
産
物
Ｐ
Ｒ

と
ま
ら
ん
♪

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ー
ム

　

花
き
販
売
課
は
、
２
月
に
泉
・
赤
羽
根
・

若
戸
小
学
校
と
六
連
保
育
園
で
花
育
教
室
を

行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職
員
は「
今
日
使
っ
た

花
の
名
前
を
覚
え
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」と

子
ど
も
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
当
日
は
、
若
戸
小
学

校
で
花
育
を
行
い
、
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
ス
プ
レ
ー
バ
ラ
を
使
っ
て
ハ
ー
ト

型
の
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

東
京
都
で「
あ
い
ち
の
農
産
物
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
」が
開
催
さ
れ
首
都
圏
の
消
費
者

に
愛
知
県
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
大

村
秀
章
愛
知
県
知
事
や
鈴
木
照
彦
組
合
長
ら

も
出
席
し
、
来
場
者
へ
愛
知
県
の
農
産
物
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
洋
菜
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
を
特
別
価
格
で
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク（
手
の
ひ
ら
で
野
菜

摂
取
量
の
チ
ェ
ッ
ク
）や
愛
知
県
産
の
ミ
ニ

ト
マ
ト
４
種
食
べ
比
べ
人
気
投
票
が
行
わ
れ
、

多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

　

花
き
販
売
課
は
、
道
の
駅
と
よ
は
し
で
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
教
室
を
開
催

し
、
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協

会
の
方
が
行
い
、
ア
レ
ン
ジ
に
は
、
田
原
市

で
栽
培
さ
れ
た
デ
ィ
ス
バ
ッ
ド
マ
ム
や
リ
シ

ア
ン
サ
ス
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
を
使
用
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体

験
の
他
、
切
り
花
や
鉢
物
の
即
売
会
も
行
わ

れ
、
愛
知
み
な
み
の
花
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

み
な
み
レ
ッ
ド
は
、
２
回
目
と
な
る「
と

ま
ら
ん
♪
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ー
ム
」を
行
い
ま

し
た
。

　

生
産
者
の
ハ
ウ
ス
見
学
や
収
穫
体
験
、
詰

め
放
題
を
行
い
、
楽
し
み
な
が
ら
ト
マ
ト
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
ハ
ウ
ス
に
、

参
加
し
た
方
は「
こ
ん
な
風
に
ト
マ
ト
っ
て

で
き
て
い
る
ん
だ
！
」と
驚
い
て
い
る
様
子

で
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
限
定
で
洋
菜
と
つ

ま
も
の
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

ボ
ッ
ク
ス
が
特
別
価
格
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

▲たくさんの方に参加していただきました

▲詰め放題に夢中

▲ 若戸小学校（４年生）

▲トップセールスの様子

▲挨拶をする鈴木組合長

▲六連保育園ではキャラマムを作りました
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東
三
河
の
３
市
合
同
で
、豊
橋
駅
に
て「
フ

ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
田
原
市
は
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
マ
ム
、
豊
橋
市
は
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
、

豊
川
市
は
バ
ラ
を
各
Ｊ
Ａ
が
用
意
し
、
先
着

１
０
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
帰
宅
途
中
の

会
社
員
や
学
生
で
賑
わ
い
、
花
を
渡
す
相
手

を
思
い
な
が
ら
花
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。
全

て
の
花
は
約
１
時
間
半
ほ
ど
で
終
了
し
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
一
番
早
く
配
布
を
終
了

し
た
市
を
競
う
「
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン

ダ
ー
ビ
ー
」
も
開
催
さ
れ
、
今
年
は
田
原
市

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

海
外
で
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
男
性
か
ら

女
性
に
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
風
習
が
あ
り

ま
す
。
国
内
で
も
花
を
贈
る
文
化
を
普
及
さ

せ
る
た
め「
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」と

称
し
、
大
切
な
人
へ
感
謝
を
伝
え
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
田
原
市
で
も
、
10
日

か
ら
14
日
ま
で
、
三
河
田
原
駅
や
サ
ン
テ
パ

ル
ク
た
は
ら
な
ど
に
ピ
ン
ク
を
基
調
と
し
た

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
、
バ
レ
ン
タ

イ
ン
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
の
産
直
広
場
に
お

い
て
、
渥
美
農
業
高
校
の
高
校
生
が
育
て
た

和
牛
肉
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
さ
れ
た
の
は
今
年
１
月
に
行
わ
れ
た

『
和
牛
甲
子
園
』で
特
別
賞
を
受
賞
し
た『
み

か
わ
牛
』で
、
渥
美
農
業
高
校
の
高
校
生
が

丹
精
込
め
て
育
て
ま
し
た
。

　

当
日
は
渥
美
農
業
高
校
の
生
徒
の
家
族
な

ど
多
く
の
来
店
者
が
足
を
止
め
、「
美
味
し
そ

う
」と
購
入
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
に
は
畜
産
農
家
も
来
店
さ
れ
、
地
元
高

校
生
の
頑
張
り
に
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

根
本
幸
典
衆
議
院
議
員
は
、
第
24
回
田
原

市
・
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
園
芸
農
産
物
総
合
品

評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
鈴
木

貢
二
さ
ん
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
届
け
る
た
め
、

野
村
哲
郎
農
林
水
産
大
臣
の
も
と
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
多
く
の
出
品

物
の
中
で
特
に
色
つ
や
、
果
形
の
揃
い
が
良

く
、
食
味
の
良
い
と
評
価
さ
れ
、
最
高
峰
の

賞
に
輝
い
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
。
野
村
大
臣
は
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
受
け
取
る
と
早
速
そ
の
場
で

食
味
し
ま
し
た
。

2.18

2.13

▲吟味するまでも無く、美味しそう

▲ミニトマトを受け取る野村大臣（右）

『
和
牛
甲
子
園
』

特
別
賞
受
賞
牛
肉
を

販
売

▲贈る相手を思い、花を選んでいました

▲ステキなフォトスポット（サンテパルクたはら）

2.22

花
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
を

盛
り
上
げ
る

農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

届
け
る
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▲たくさんの大豆をフードプロセッサーで
　なめらかになるまで混ぜます

▲完成！早ければ１１月から食べることが出来ます

▲空気が入らないよう叩き入れます

　２月10日、岬女性の会は毎年恒例の
味噌づくりを赤羽根生活会館で行いま
した。

　材料は、大豆、米麹、塩のみと無添
加で安全安心。大豆の食感が残るよう
に混ぜ具合を調整し好みに合わせた味
噌を作りました。参加者によると「味
噌づくりで一番重要なのはカビを発生

させないこと」と言います。そ
のため、ホワイトリカーで消毒
し、樽に入れるときは空気が入
らないようにするため叩き入れ
るそうです。

　「手作りの味噌は絶品。家族からも
好評で毎年作っている」と皆さん毎年
味噌づくりを楽しみにしています。

キャンペーン期間  ３月１日㈬～５月21日㈰ 

どうまい牛乳のパッケージに
印刷されている生産者の集合
写真を４枚集めて、応募はが
きまたは郵便はがきに貼って
ご応募いただけます。

開催中

※当日消印有効

16
どうまい牛乳に印刷されている生産者の写真を集めてステキな商品をもらっちゃおう♪

どうまい牛乳

×４

10 20 100

応募方法

上記の助け合い組織・女性部活動へのお問い合わせは    総合企画部  組合員課　ＴＥＬ　34・0375まで

 の様子をお届けします。

2/10  岬女性の会「味噌づくり」
 今回は

9 みなみ|2023.3



河
合 

年
宏
さ
ん
／
54
歳

野
田
町

Toshihiro Kawai

　

河
合
年
宏
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
と
ご
両
親

と
約
９
２
０
坪
の
施
設
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
栽
培
は
、
ご
両
親
の
代
か
ら
始
め
ら
れ

た
そ
う
で
、
19
歳
の
時
に
就
農
し
た
年
宏

さ
ん
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
一
筋
35
年
の
大

ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培

は
イ
メ
ー
ジ
の
通
り『
母
の
日
』
の
需
要
に

向
け
、
作
付
し
ま
す
。
一
年
一
作
の
た
め
、

６
月
下
旬
に
定
植
し
、
９
月
下
旬
頃
か
ら

出
荷
が
ス
タ
ー
ト
。
ク
リ
ス
マ
ス
、
卒
業

式
と
い
っ
た
需
要
期
を
経
て
、『
母
の
日
』

を
迎
え
ま
す
。
最
近
で
は
、
２
月
14
日
に

大
切
な
人
に
花
を
贈
る
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン

タ
イ
ン
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
新
た
な
需

要
も
生
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

花
の
出
荷
時
期
を
調
整
す
る
の
に
欠
か

せ
な
い
の
が
芽
掻
き
作
業
。
需
要
期
か
ら

逆
算
し
て
、
必
要
な
芽
だ
け
を
残
し
ま
す
。

茎
が
曲
が
っ
て
し
ま
う
な
ど
品
質
に
も
影

響
す
る
た
め
機
械
化
が
難
し
く
、
人
の
手

に
頼
る
作
業
と
な
り
、
細
心
の
注
意
を
払

い
ま
す
。「
全
て
計
算
通
り
と
は
行
か
な
い

け
ど
、
手
間
暇
か
け
た
分
き
れ
い
な
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
」
と
笑
顔
で
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

田
原
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
会
は
、
現
在

９
名
の
生
産
者
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
主

要
産
地
の
一
つ
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
出
荷
が
出
来
る
よ
う
に
部
会
員
同
士
が

話
し
合
い
、
色
や
咲
き
方
な
ど
タ
イ
プ
が

被
ら
な
い
よ
う
栽
培
品
種
の
選
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も
加
味

し
な
が
ら「
赤
・
白
・
ピ
ン
ク
と
い
っ
た
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
も
の
が
人
気
ら
し
い
。
自

分
は
赤
系
が
好
き
な
ん
だ
け
ど
ね
」
と
年

宏
さ
ん
。

　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
産
地
が
全
国
的
に

減
っ
て
い
る
中
で「
み
な
み
の
存
在
感
を

出
し
た
い
」
と
意
気
込
む
年
宏
さ
ん
。
部

手
間
暇
か
け
て
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［部会員数］
 9人

［栽培品目］
 コマチ、フォルテ、ムーンライト

［出荷計画］
41,000ケース

田原
カーネーション
部会

DATA

今
月
の
部
会

田原カーネーション部
会のカーネーション

母の日に贈られる、カーネーショ
ンの主要産地として長年全国
の人に愛され続けています。ま
た、赤十字活動の献血者への
カーネーションをプレゼントした
りと、様々な活動を展開していま
す。

会
内
の
情
報
共
有
や
目
揃
会
の
定
期
開
催

な
ど「
出
荷
量
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い

け
ど
、
一
本
一
本
の
品
質
を
高
め
た
い
」

と
部
会
員
の
栽
培
技
術
の
向
上
、
意
識
の

統
一
を
心
が
け
ま
す
。

　

将
来
の
目
標
を
尋
ね
る
と「
規
模
拡
大

や
、
機
械
化
な
ど
は
難
し
い
ね
」と
苦
笑
す

る
年
宏
さ
ん
。「
農
業
は
毎
年
環
境
が
違
っ

て
、『
上
手
く
い
っ
た
』
と
い
う
年
は
無
い
。

毎
年
が
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
。
マ
メ
に

ほ
場
を
巡
回
し
て
、『
手
間
暇
か
け
て
』品

質
を
少
し
で
も
高
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
も『
健
康
』
で
い
る
こ
と
が
大
事
か

な
」と
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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１．寒暖差
　春の飼養管理で気を付けていただ
きたいのは、昼夜の寒暖差です。３
月～５月は１年の中で寒暖差が一番
大きい時期（図１）で、夜や朝方は
５℃を下回る寒さになります。昼間
に開放した窓やカーテンを夜間に閉
め忘れたり、昼間に開放し忘れ換気
不足によって発育に影響を及ぼすこ
とがあります。舎内温度 (表１)・換
気量に気を付けてください。
２．すきま風の対策
　春となった３月、４月も夜間すき
まから吹き込んでくる風は依然冷た
く豚にとってストレスになります。
ビニールテープや、空いた紙袋で隙
間を詰めたり、夜間冷え込む場所は
寝床の周囲をコンパネやビニールで
覆うと効果的です。また、屋外へつ
ながる換気扇から風が吹き込むこと
もあります。換気扇の外側を覆う、
シャッターを付ける等すると効果的
です。

３．換気不足による注意点
　寒暖差が大きいと、換気
不良から人間と同様に呼吸
器系の病気にかかりやす
くなります。アンモニアな
どの有毒ガスは豚の呼吸器
粘膜を傷付け病気にかかり
やすい状態を作ります。昼
間、窓やカーテンを閉めた
ままにすると、豚舎内の温
度・湿度が上昇して有毒ガ
ス濃度が60ppmを超える
こともあります。天気や豚
舎温度をこまめにチェック
しつつ必要な換気を行う
ようにご注意ください（表
２）。
４．おわりに
　施設や環境が整備されていても、
それをコントロールするのは管理者
です。その空間が快適なものである
か否か感じるのは豚であり、管理上
最も大事なことは豚の居住空間の適

正化、豚をよく観察することです。
豚が快適であるように環境整備をし
て、春先の事故を減らしていきま
しょう。

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月

　田原なのはな講座は女性農業者
が経営に必要な基礎知識を学ぶた
めの講座です。年度の途中からで
も、興味のある講座だけでも構い
ませんのでお気軽にご参加くださ
い。仲間と一緒に楽しく情報交換
しましょう！
　受講を希望される方は、氏名、
住所、電話番号及びメールアドレ
スを右記連絡先までお知らせくだ
さい。
１.対象者：田原市在住の女性農業者

●これから本格的に農業に取り組みたい方
●仕事のレベルアップを図りたい方
●新たな部門にチャレンジしたい方
２.開催場所：田原市ほか
３.講座内容：年４回程度（７月～12月）

【開催例】
●専門講師による財務・労務等に関

する講義
●先輩女性農業者との座談会
●先進農業者のほ場視察（生産技術、

省力化等）
●農業関連企業等の講義、施設見学

　

●農畜産物の加工及び郷土料理の調
理実習など

４.参加費用：無料
５.開催連絡：約１か月前に電子メー

ル等による開催連絡
【連絡先】田原農業改良普及課
担い手育成グループ（小島）
電話：２２－０３８１  ＦＡＸ：２３－１３０４
E -mail   tahara -fukyu@pref.aichi.lg.jp

養豚における春先の管理
畜産担当

畜
産

営農GUIDE

表１ 各ステージにおける適温の目安
区分 豚舎 体重 最適

温度 容認温度

繁殖豚
妊娠ストール 18℃ 10～27℃
分娩舎 18℃ 13～27℃

新生豚
分娩舎

１.２～２㎏ 35℃ 32～38℃
ほ乳豚 2～5㎏ 30℃ 27～32℃

子豚 離乳・育成舎
5～20㎏ 27℃ 24～30℃

20～55㎏ 21℃ 16～27℃

肉豚 肥育舎 55～110kg 18℃ 10～24℃

表２ 豚舎内の各種ガス濃度の基準値   
区分 容認範囲 発生源 関連事項

二酸化炭素 2,000ppm 呼吸 収容密度
アンモニア 10ppm ふん尿分解 肺炎
一酸化炭素 0ppm 不完全燃焼 死産
硫化水素 0ppm ピット内のふん尿 事故率

図１　伊良湖の日温格差平均（１９９１〜２０２０年）

先進農家ほ場での座談会の様子

令和５年度 「田原なのはな講座」の
受講生を募集しています
小島 優作

女
性

農
業
者

営農GUIDE
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営農ガイド ３月 東三河農林水産事務所
田原農業改良普及課 TEL0531・22・0381

●はじめに
　春以降、ハウス内の温度が高く
なります。ハウス内が高温だとトマ
トに対して様々な悪影響を与えます。
その中でも、近年全国的に問題と
なっているのが黄変果と呼ばれるも
のです。
　黄変果とは、成熟した果実の肩部
が赤色にならず、部分的に黄色にな
る着色不良果のことです（写真１）。
高温障害の一種であり、果実が30℃
以上の中温になると発生しやすくな
ります。また、収穫時点では見分け
がつきにくく、輸送中に追熟し、出
荷先で黄変果が混ざっているのが見
つかることがあります。産地評価の
低下につながるため、発生を抑える
ようにしましょう。
●黄変果対策
　黄変果対策には、ハウス内温度
をなるべく高くしない（この時期は
３0℃以上にしない）ようにすること
と、果実に直射光をあてないように
することが重要となります。
１.ハウス内温度の上昇抑制
　換気はハウス内温度の上昇抑制の
基本です。暖房を使用する間は内張
りをしますが、天窓の開放だけでは
日中にハウス内温度が高くなりすぎ
る場合は、内張りを外して側窓部で
も換気をできるようにしましょう。
ただし、換気だけではハウス内温度
の上昇が抑えられないときは、その
ほかの対策も同時に行いましょう。
ハウス内温度の上昇抑制には遮光が
有効です。遮光の方法として遮光
カーテンの利用や遮光剤の塗布が挙
げられます。遮光カーテンや遮光剤
により、ハウス内へ入る日射を軽減

し、ハウス内温度の上昇を抑制しま
す。梅雨明けまでは遮光カーテンの
みの利用が一般的ですが、黄変果対
策としては梅雨前からの遮光カーテ
ンと遮光剤の併用が望ましいと考え
られます。遮光剤まで使用するとハ
ウスに入る日射が少なくなり、トマ
トの生育に良くないと思われがちで
すが、実際は高温による生育ダメー
ジの方が大きいので、ハウス内温度
の上昇抑制を優先して対策をとりま
しょう。
　遮光剤は塗布するときにハウスの
外面が濡れていると遮光剤の付きが
悪く、また塗布した遮光剤が乾く前
に雨が降ると、流れ落ちてしまいま
す。そのため、ハウス外面が乾いて
いる晴れた日に遮光剤を塗布しま
しょう。

２.果実への直射光防止
　（リーフカバー）
　なるべく果実が葉に隠れるように
し、直射光による果実温度の上昇を
抑えましょう。リーフカバーには葉
の大きさと枚数が大切になります。
大きな葉を確保するためには、気温
と日射量の増加に合わせた給液管理
を行いましょう。気温と日射量は２
月上旬ごろから急激に気温が上昇
し、日射量が増加するため（図１）、
遅れないように給液量を増やし、葉
が萎れたり、草勢が低下したりしな
いようにします。また、２月上旬以
降に開花した花は約２か月後の４月
以降に収穫を迎えるため、黄変果の
発生リスクがあります。厳寒期は果
実温度を確保するために摘葉をし、
玉出しを行いますが、２月以降は、
玉出しを控え、収穫時期のリーフカ
バーのために、なるべく葉を残すよ
うにしましょう。
●おわりに
　黄変果対策として挙げた遮光剤の
使用やリーフカバーは、黄変果以外
の裂果や日焼け果といった他の高温
障害の対策としても効果的です。ハ
ウス内が暑くなる時期に向けて対策
をとり、黄変果を含めた高温障害の
発生を抑えましょう。

トマト黄変果対策について
柘植 智也

野
菜

営農GUIDE

図１　日射量と気温の月旬別変化（名古屋）

写真１　右のトマトが黄変果

図１　気温と全天日射量の変化
　
　
下
旬

　
　
中
旬

７
月
上
旬

　
　
下
旬

　
　
中
旬

６
月
上
旬

　
　
下
旬

　
　
中
旬

５
月
上
旬

　
　
下
旬

　
　
中
旬

４
月
上
旬

　
　
下
旬

　
　
中
旬

３
月
上
旬

　
　
下
旬

　
　
中
旬

２
月
上
旬

　
　
下
旬

　
　
中
旬

１
月
上
旬

　
　
下
旬

　
　
中
旬

12
月
上
旬

全天日射量 
平均気温

気
温
（
℃
）

全
天
日
射
量

（MJ/㎡）
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ホタテ貝柱は水気を拭き取り、塩、
こしょうをして薄力粉を薄く付ける。
リンゴは皮をむいて種を取り除き、
一口大にカットする。マッシュルーム
は石づきを取り、縦半分に切る。

フライパンにバターを入れ、（1）の
材料をソテーして最後に白ワインを
回しかける。

料理／ 「キッチン晴人」（茨城県笠間市）オーナーシェフ   永井智一

Chef Nagai ś  
RECOMMENDED  RECIPE

1

2

3

1
3

4
2

Aのうち、タケノコ水煮は縦にス
ライスしてさっとゆがき、トマトは
1㎝角に切る。新タマネギは粗み
じん切りにする。

米を研ぎ、ざるにあげて20分置く。
炊飯器に水を入れ、米とAを全て
入れて20分浸水し炊飯する。

炊き上がった（2）を彩り良く器に
盛り付け出来上がり。

●作り方

●作り方

●材料（４人分）
米…………………………………………………… 300g
水…………………………………………………… 300g
 　ブイヨンキューブ……………………… 1個
 　しょうゆ………………………………… 小さじ1
 　タケノコ水煮……………………………… ½本
 　トマト……………………………………… 小1個
 　冷凍ムール貝………………………… 200g
 　新タマネギ………………………………… ½個

●材料（２人分）

ホタテ貝柱………………………………………… 2個
リンゴ………………………………………………… ½個
マッシュルーム………………………………… 2個
干し柿………………………………………………… 1個
ホワイトソース（市販品）………… 大さじ4
パルメザンチーズ…………………………… 適宜
塩、こしょう……………………………………… 適宜
薄力粉……………………………………………… 適宜
白ワイン……………………………………… 大さじ1
バター………………………………………………… 10g

A洋風タケノコご飯

リンゴとホタテのグラタン

6、7㎝ほどのココットにバター（分量
外）を塗り、（2）と5㎜幅に切った干し
柿を入れ、ホワイトソース、パルメザン
チーズの順にかけ、180度ののオー
ブンで10～12分ほど焼く。

皿に（3）を載せ、お好みのハーブ（材
料外）を飾り出来上がり。
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税
務
相
談

渥
美
病
院

こんにちは！温かくなり、しかも簡単な料理、それは
鍋料理！もつ鍋、キムチ鍋、豆乳鍋、味噌鍋、おでん、

最近ではもやし鍋というものも出てきています。今夜は？

　よって、委託先がJAのみならば、登録申請の必要がな
いということが言えます。
　他にもインボイス発行義務を免除するものとして、以
下があります。
①１回の取引が税込金額３万円未満の公共交通機関によ
る旅客の運送
②卸売市場で行う生鮮食料品等の譲渡
③税込金額３万円未満の自動販売機による販売
④郵便切手を対価とする郵便サービス

農家さんが知りたい税務の基礎

税 務 相 談
▼今月のお題

 無料相談日 予約優先［組合員課］　☎34 ・０3７5

４月の税務相談はお休みさせていただきます。
丹下先生に答えてもらいたい質問等は
右記QRコードへお寄せください。

先生、インボイス制度が
話題になっていますが、
JAに関することを
教えてください

はい、農業協同組合等に
委託して行う農林水産物の譲渡は
インボイス発行義務が免除されます。

農家さん

A

Q

税理士

● 丹下絵利子税理士事務所  

昨今、医療機関を狙ったサイバー攻撃がニュースを騒
がせることが多くなりました。記憶に新しいもので

は大阪府や徳島県の病院が標的となり、病院のシステム（電
子カルテ）が使用不能になってしまい約２ヶ月の間、診療
を行うことができない状態になりました。
　こういったサイバー攻撃は、院内の各システムのメンテ
ナンス用回線から侵入して実行されるケースが多くなって
います。従来、メンテナンス用回線は個別に病院システム
に繋がっていましたが、それだと回線の数だけ病院への侵

入ルートができてしまいます。
　そのため当院は2022年1月に電子カルテシステムを全面更
新した際に、メンテナンス用回線を1本に集約して一元管理
する仕組みを導入しました。こうすることで外部からの侵
入経路を減らし、セキュリティの管理・強化もしやすくな
ります。
　このように渥美病院の医療情報室はサイバー攻撃によっ
て患者さまへの継続的な医療提供を阻害されないように病
院のシステム管理を行っています。

▼今月のお題

患者さまの診療情報を守るために

渥 美 病 院 ミ ニ コ ー ナ ー 　　　　●JA愛知厚生連  渥美病院  医療情報室   酒井 崇史

病院システムシステム業者B

システム業者C

システム業者A

従来

↓メンテナンス用回線

攻撃者
↑セキュリティの弱い
回線から侵入し攻撃

病院システムシステム業者B

システム業者C

システム業者A

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
装
置

システム更新後

従
来

シ
ス
テ
ム
更
新
後

▲回線が複数あるとセキュリティに脆弱性のある回線を狙ってサイバー攻撃が仕掛けられてしまう ▲セキュリティ装置を経由することで外部からの入り口を１つに集約し侵入を防ぐ
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24日・25日限定

さつまいものレモン煮

さつまいものレモン煮

Moguシェフ直伝

●イチゴサンド     600円
●イチゴジュース 400円

１個 250円
どうまい
フラッペ

日頃の感謝を込めて「産直広場サマー感謝祭」を開催致します。
夏の暑さを和らげる楽しいイベントも盛りだくさん！ お誘い合わせの上、ご来店下さい。

●場所　サンテパルク　マーケット入口
●時間　午前９時 30分～なくなり次第終了（午前中終了予定）
●内容　じゃがいものころ煮とたまねぎのスープの無料サービス
　　　　を行います。

菜の花会員さんによる

「無料サービス」実施！6/30
日

便利！
フ
ル
ー
ツ
た
っ
ぷ
り
の

「
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
」も
い
か
が
で
す
か
？

こちらも販売中 !

旬採だいにんぐmoguでは、アルバイトを
募集しています。（50歳以下）一緒にレス
トランを盛り上げてみませんか？興味のあ
る方は、サンテパルクまでご連絡下さい。

12/4㈮～7㈪

懐かしの銘菓、松原製菓さんの
「カステラまんじゅう」が
サンテパルクにやってきます！

カステラ
まんじゅう
販売臨時営業    3月31日（木）   9:00～15:00まで

手ぶらで
OK!

春休み期間        　限定！

どんぶり販売！ 菜の花会員による

お菓子配り！

土  日

土 日 土 日

日

3/25   26   4/1  2
     　　　　　　　　　　　
上記の日程限定で
どんぶりを販売します！
サンテパルクで遊んだ後は、
mushaでお昼ご飯はいかが？

3 ⁄ 26

※春休み期間中は、
　日替わり弁当はお休みとなります

ふれあいのmoriでは季節にあった様々な
仏花や切り花、鉢物、花苗などを販売しています♪

小学生
以下対象

※

お
菓
子
が
無
く
な
り
次
第

   

終
了
と
な
り
ま
す
。

10:00 13:30
１部 ２部

チューリップフェア
開催中

4 ⁄ 18は
ガーベラ記念日！

4 ⁄ 28　    
お肉特売ＤＡＹ！

金

3 ⁄ 30 臨時営業木

数量限定

サンテパルクからお届けする

JA愛知みなみサンテパルク 　TEL ◦ 0531・24・5400　４月の定休日◦6日・1３日・20日・27日

退
職
し
た
６
年
ほ
ど
前
か
ら
、

サ
ン
テ
パ
ル
ク
と
赤
羽
根

ふ
れ
あ
い
広
場
に
仏
花
や
ア
レ
ン

ジ
用
の
花
を
通
年
出
品
し
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
は
、
趣
味
で
野
菜
や

花
を
自
分
で
使
う
用
に
育
て
て
い
ま

し
た
。
退
職
後
、
も
っ
と
多
く
の

花
を
育
て
た
い
と
思
い
ハ
ウ
ス
を
建

て
、
少
し
ず
つ
様
々
な
種
類
の
花
を

育
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
ス
ト
ッ
ク
、
ス
タ
ー
チ
ス
、
金

魚
草
な
ど
10
種
類
を
栽
培
し
て
お
り
、

赤
、
ピ
ン
ク
、
黄
色
は
常
に
あ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
毎
日
10
セ
ッ
ト
、

５
種
類
ほ
ど
の
花
を
組
み
合
わ
せ
て
、

出
品
し
て
い
ま
す
。
季
節
に
よ
っ
て

入
る
花
が
変
わ
る
た
め
、
暖
か
く
な

る
４
月
以
降
は
、
小
菊
や
ト
ル
コ
キ

キ
ョ
ウ
を
出
品
す
る
予
定
で
す
。

　

昔
か
ら
、
何
か
を
作
る
こ
と
が
好

き
で
楽
し
み
な
が
ら
出
品
し
て
い
ま

す
。
菜
の
花
会
員
の
方
と
の
交
流
も

楽
し
み
の
１
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

様
々
な
花
を
育
て
楽
し
み
な
が
ら
出

品
し
て
い
き
た
い
で
す
。

当ＪＡの３つの産直広場に
農産物を出荷する組織

「菜の花会」の出荷者の
声をお届けします

▲出品している花

こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
花
を

出
品
し
て
い
き
た
い

   

︱
︱
太
田　
良
江
さ
ん

赤
羽
根
町

主
な
出
品
物   

仏
花

16



4

お買得情報いっぱい!!
食彩村ニュース配信中

スマホで
アクセス●毎週日曜日　コメ米コーナー全品10％オフ 

あぐりパーク食彩村 ● TEL 0532・21・3901  FAX  0532・21・3919　 

毎週月曜日 ポイント２倍デー!!

※新型コロナウイルス感染拡大状況によりイベント内容等を一部変更させていただく場合がございます。

メ ー ル 会 員
募 集 中 ！

定
休
日  

毎
月
第
１
水
曜

営
業
時
間  

９
時
〜
18
時⁴⁄₃₀㈰

14
周
年
記
念
祭

み
ん
な
の

み
な
み
の
日

と
こ
と
ん

豊
橋
の
日

花
マ
ル
シ
ェ

園
芸
祭
り

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
の
出
荷
者
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

22
㈯
・
23
㈰
の
２
日
間
、店
内・花
マ
ル
シ
ェ

に
て
、２
０
０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ
ご

と
に「
１
０
０
円
割
引
券
」１
枚
進
呈
！

使
用
期
間
：
４
月
22
日
㈯
〜
５
月
31
日
㈬
　

花
マ
ル
シ
ェ
で
５
０
０
円
以
上
お
買
い

上
げ
の
お
客
様
先
着
１
０
０
名
様
に
、

足
立
さ
ん
の「
多
肉
植
物
」１
鉢
プ
レ

ゼ
ン
ト
！

Ｊ
Ａ
豊
橋
出
荷
者
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

花・植
物
の
生
産
者
に
よ
る
対
面
販

売
を
実
施
し
ま
す
。

●
多
肉
植
物  

●
鉢
花  

●
苗
木

●
肥
料

●
朝
倉
さ
ん
に
よ
る
ト
マ
ト
販
売

●
富
永
さ
ん
に
よ
る
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

　
対
面
販
売

さ
い
こ
ろ

チ
ャ
ン
ス

サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
お
楽
し
み

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
!!

1
5
0
0
円
以
上
お
買
上
の

お
客
様
１
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
♪

22
日
㈯
　
生
ま
ぐ
ろ
解
体
即
売
会

大
ト
ロ
・
中
ト
ロ
・
赤
身
大
特
価
販
売

⁴⁄₁₆㈰⁴⁄

〈
割
引
券
進
呈
〉

〈
ま
ぐ
ろ
の
海
商
〉

〈
多
肉
植
物
プ
レ
ゼ
ン
ト
〉

★
食
彩
村
カ
ー
ド
会
員
様
ポ
イ
ン
ト
３
倍
！

★
コ
メ
米
コ
ー
ナ
ー
全
商
品
２
割
引
！

★
鮮
魚・精
肉
大
特
価
販
売

お
か
げ
さ
ま
で

オ
ー
プ
ン
13
周
年
！

⁴⁄₂㈰●
中
川
さ
ん
の
新
鮮
あ
さ
り
販
売

●
磯
田
園
製
茶
お
茶
量
り
売
り

●
田
原
製
パ
ン
長
栄
軒
販
売

₂₂㈯₂₃㈰

⁴⁄₂₂㈯₂₃㈰

   

︱
︱
小
久
保
　
昌
彦
さ
ん［
68
歳
］

和
地
町

家
族
、
仲
間
が
財
産

JA愛知みなみサンテパルク 　TEL ◦ 0531・24・5400　４月の定休日◦6日・1３日・20日・27日

昌
彦
さ
ん
は
現
在
、
奥
さ
ん
と

息
子
さ
ん
夫
婦
と
と
も
に
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
ア
イ
コ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　

休
み
の
日
は
、
昔
の
経
営
土
の
仲

間
と
ゴ
ル
フ
や
旅
行
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
他
に
も
、
地
元
の
仲
間
や
20

代
の
頃
に
所
属
し
て
い
た
青
年
団
の

仲
間
と
も
定
期
的
に
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
落
語
が
好
き
な
昌
彦
さ

ん
は
、
寝
る
前
に
落
語
を
聞
く
こ

と
が
日
課
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
、
野

田
町
で
年
２
回
開
催
さ
れ
る
「
落
語

会
」
を
見
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

仕
事
に
趣
味
と
毎
日
充
実
し
た
生

活
を
送
る
昌
彦
さ
ん
は
「
好
き
な
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
家
族
み
ん
な
が

元
気
に
や
っ
て
い
る
か
ら
で
き
る
こ

と
。
仲
間
が
良
く
し
て
く
れ
る
か

ら
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て

い
る
」
そ
し
て
「
感
謝
！
感
謝
！
」

と
少
し
照
れ
な
が
ら
話
し
「
ア
ハ
ハ

ハ
」
と
大
き
な
笑
い
声
と
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
生
活

を
続
け
る
に
は
「
健
康
が
一
番
！
」

と
締
め
て
く
れ
ま
し
た
。

 ▲河津桜と菜の花を背景に
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　　　　　　　　　　　　　　〔昨年比〕

人　身 件 件

死　亡 人 　人

負　傷 人 人

物　損 件 件

交通事故発生件数

期間

0

1

1

5

16

1

19

84

2023年
1月1日―1月31日

　
新
年
度
を
迎
え
る
と
、真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
に
元
気
な
姿
で
登
校
す
る
子
供

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、こ
の
時
期
は
不
慣
れ
な
交
通
環
境
で
通
学

な
ど
が
始
ま
り
、交
通
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。１
人
１
人

が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、安
全
運
転
や
安
全
行
動
の
実
践
を
通
じ
て
交
通
事
故
の

防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
通
学
路
な
ど
を
歩
い
て
、お
子
さ
ん
の
目
線
で
危
険
個
所
を
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。大
人
の
目
で
は
安
全
に
見
え
る
場
所
が
、子
供
達
に
は
危
険

な
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
毎
月
10
日
は「
子
供
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
日
」で
す
。子
供
の
姿
を
見
た
ら
速
度
を
落
と
す
、子
供
の
動
き
に
注
意
し
て

運
転
す
る
な
ど
の
思
い
や
り
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
信
号
機
の
あ
る
場
所
で
横
断
し
よ
う
と
す
る
と
き
】

必
ず一
度
立
ち
止
ま
り
、
信
号
を
よ
く
見
ま
し
ょ
う
。

信
号
が
「
赤
色
」
や
「
黄
色
」
の
時
は
絶
対
に
渡
ら
な
い
。

青
信
号
で
も
す
ぐ
に
渡
ら
ず
、
左
右
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
信
号
機
の
な
い
場
所
で
横
断
し
よ
う
と
す
る
と
き
】

必
ず一
度
立
ち
止
ま
り
、
左
右
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

横
断
中
も
周
り
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
い
ず
れ
も
車
に
対
し
て
渡
る
意
思
を
明
確
に
す
る
た
め
、手
を
挙
げ
て
渡
り
ま
し
ょ

う
。
運
転
者
の
方
も
、
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る
子
供
達
を
確
認
し
た
と
き
は
、

必
ず
横
断
歩
道
の
手
前
で
停
ま
り
ま
し
ょ
う
。

あ
げ
た
手
は 

い
の
ち
を
し
ら
せ
る 

警
報
機

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
の
注
意
点

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

＋
－

＋

＋

－

みなみキッズ

今月の
キッズ

お父さん ……… 河合  洋典さん
お母さん ………    雅子さん （村松町）

　遙成くんは、友達とサッカーをして遊んでい
ます。小学校１年生からサッカーを習っていて
ポジションはキーパーをしていると教えてくれ
ました。サッカーの他に、生け花と抹茶も習っ
ています。好きな食べ物は「ローストビーフと
トマト」だと教えてくれました。
　歩香ちゃんは、新体操と日本舞踊、生け花を
習っています。得意な体操の技は、片足を上げ
てバランスをとる技が得意で、将来の夢は「体
操選手！」と元気よく教えてくれました。
　ご両親は「諦めずにやりたいことに挑戦でき
る子に育って欲しい」と願っています。

遊びも習い事も全力兄妹

8歳10歳
ほ　の　か

歩香ちゃん

HARUNARI
はる　なり

遙成くん

HONOKA

1 唱歌『花』に歌われている川
2 写真などを撮影するための施設
3 ラクダやアルパカに似たアンデス地方の動物
4 クジラより小さめです
6 4月なのに冷えるなあ、――の戻りかな
9 書類の何も書かれていない部分
11 新1年生の皆さん、ご――おめでとう!
13 爬虫（はちゅう）類は変温動物、哺乳類は――動物
15 1、3、5、7、9……
17 日本人の主食です
19 船を着けます

18



●
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
友
達
追
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
色
々
お

得
な
ク
ー
ポ
ン
や
情
報
の
更
新
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

 
友
達
追
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、

お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
、
随
時
配
信
し
て
い
き
ま
す
。
広
報
誌
で

は
掲
載
で
き
な
か
っ
た
情
報
が
載
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
♪

●
女
性
部
文
化
講
座
に
参
加
し
て
み
た
い

で
す
。

 

女
性
部
文
化
講
座「
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」の
申
込
み
期
限
は
、
３
／
31

㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」は
通
年
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
募
集
を
行
う「
フ
レ
ッ
シ
ュ
☆
ミ

ズ
」は
各
講
座
ご
と
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
興
味
あ
る
方
、
通
年
講
座
だ

と
参
加
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
方
は
、
ぜ

ひ「
フ
レ
ッ
シ
ュ
☆
ミ
ズ
」に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
問
い
合
わ
せ
先
＝
組
合
員
課 

☎

３
４・０
３
７
５
）

●
地
元
の
農
家
さ
ん
の
頑
張
っ
て
い
る
様

子
が
よ
く
分
か
り（
自
分
の
こ
と
で
は
な
い

の
に
）自
分
も
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
こ
う
と

思
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
作
物
や
花
が
い

ろ
い
ろ
な
賞
を
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
だ

と
分
か
る
と（
何
の
関
係
の
無
い
私
で
す
が
）

誇
ら
し
く
思
え
て
き
ま
す
。

 

展
覧
会
や
品
評
会
が
行
わ
れ
る
と
、

愛
知
み
な
み
か
ら
多
く
の
方
が
受
賞

さ
れ
ま
す
。
取
材
を
行
う
と
、
も
ち
ろ
ん
田

原
市
は
農
業
を
し
や
す
い
気
候
で
す
が
、
農

家
の
方
の
苦
労
と
努
力
が
あ
っ
て「
農
業
王

国
田
原
市
！
」と
呼
ば
れ
る
ん
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
す
！

  
Ｈ
Ｐ
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

■
ど
う
ま
い
は
三
河
弁
で
お
い
し
い
の
意
味

な
ん
で
す
ね
！
田
原
市
の
ど
う
ま
い
お
肉
も

お
野
菜
も
ぜ
ひ
食
べ
て
み
た
い
で
ー
す
！！
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
群
馬
県
）

■「
食
」は
生
活
す
る
中
で
最
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
安
心
安
全
な
も
の
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
っ
て
る
農
家
さ
ん
の
お
か
げ
感

謝
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
食
べ
物
買
う
の
は

日
本
産
か
が
気
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。     　

 （
岩
手
県
）

■
広
報
み
な
み
さ
ん
の
農
に
生
き
る
が
大
好

き
で
す
色
々
な
農
家
さ
ん
の
農
業
え
の
取
り

組
み
や
活
躍
が
本
当
に
凄
い
と
思
い
ま
す
こ

れ
か
ら
も
愛
知
の
特
産
品
を
買
っ
て
応
援
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
）

https://www.ja-aichiminami.jp/  

Ａ→E の二重ワクの文字を
順に並べてできた言葉が答えです。 

※ご応募いただいた個人情報は、
　プレゼントの抽選・発送・統計以外には
　利用致しません。ホームページからも

応募ができます

応募総数
応募総数…138 通
正解者数…137 名

クロスワードパズル

1 唱歌『花』に歌われている川
2 写真などを撮影するための施設
3 ラクダやアルパカに似たアンデス地方の動物
4 クジラより小さめです
6 4月なのに冷えるなあ、――の戻りかな
9 書類の何も書かれていない部分
11 新1年生の皆さん、ご――おめでとう!
13 爬虫（はちゅう）類は変温動物、哺乳類は――動物
15 1、3、5、7、9……
17 日本人の主食です
19 船を着けます

2
野
球
の
Ｂ
Ｓ
Ｏ
の
Ｓ

5
敵
で
は
あ
り
ま
せ
ん

7
正
し
い
答
え
に
付
け
る
マ
ー
ク

8
遠
く
て
近
き
は
―
―
の
仲

10
シ
オ
マ
ネ
キ
も
こ
の
仲
間
で
す

12
得
意
な
も
の
。漢
字
で
書
く
と
十
八
番

14
体
温
計
を
挟
み
ま
す

16
空
弁（
そ
ら
べ
ん
）が
売
ら
れ
て
い
る
所

18
田
畑
を
耕
す
道
具
の
ひ
と
つ

20
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
最
後
の
字
。Ω
、ω
と
書
き
ま
す

21
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
の
会
場
で
す

イ チ ゴ ガ リ

パズル正解者の中から抽選で6名様にプレゼント

厳選チーズケーキセット
応募
方法

応募は郵便ハガキに下記の要領で
送ってください。　4月5日必着

　

先
月
号
で
人
気
の
あ
っ
た
コ
ー
ナ
ー

1
農
に
生
き
る（
P
８-

９
）

2
み
な
み
ト
ピ
ッ
ク
ス（
P
２-

３
）

3
手
軽
に
健
康
手
指
体
操（
Ｐ
１2
）

3
シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め（
Ｐ
１6
）

➡

プレゼント当選者
おめでとうございます !

当選者一覧
田中　和子さん（大草町）
大和　厚子さん（南神戸町）
大羽　清隆さん（高松町）
佐久間　忍さん（谷熊町）
永田　和代さん（伊川津町）
本田　貴雅さん（亀山町）
武田　基美さん（西山町）

お
詫
び
と
訂
正

前
回
の
広
報
２
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
誠
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｐ
６
ト
ピ
ッ
ク
ス「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
す

る
部
会
員
を
激
励
」

誤□
部
会
長
の
大
竹
一
夫
さ
ん

正□
部
会
長
の
大
武
一
夫
さ
ん
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 ■総務課より　

組合員資格変更の届出について（お願い）

　皆さまの組合員資格につきまして、定款の定めるところ
により変動が生じた場合には、書面にて届出をいただくこ
とになっております。
　組合員資格に変動がありましたら、お手数ですが、当JA
へお知らせいただきますようお願いします。
【主な変動事由】
・組合員の死亡　・農業廃業（正組合員のみ）
・居住地の変更　・田原市外への転出　等
　上記の他、届出変更につきましては、下記窓口までお問
い合わせください。
●お問い合わせ窓口
田原地域…田原支店・ふれあい支店・童浦支店・野田支店
赤羽根地域…赤羽根支店
渥美地域…渥美支店・泉支店・伊良湖岬支店・中山支店

問い合わせ先＝総務課　☎34・0373㈹

■ 人事課より

　令和６年度 新採用職員を募集します
　（大学、短大の部）

　令和６年度新採用職員（大学、短大の部）の募集情報につ
いて、詳細がＪＡ愛知みなみＨＰや就職情報サイト「マイ
ナビ2024」に掲載されています。下記QRコードよりご覧
ください。

          応募期間　　４月１日㈯～４月18日㈫
●採用予定人数　若干名
●提 出 書 類　　エントリーシート（履歴書・自己紹介書）
 JA指定様式
 ※JA愛知みなみHPよりダウンロードしてください。

●提　出　先　　〒441- ３61３   愛知県田原市古田町岡ノ越６番地４
 愛知みなみ農業協同組合総務部人事課 宛
●一 次 試 験　　４月25日㈫　9：00～  田原支店大会議室
　　　　　　　　学力試験・適性検査・作文
●企業説明会 ４月５日㈬
 　10：30～　本店401会議室【対面開催】

 　14：30～　田原支店大会議室【対面開催】

 ４月６日㈭
 　10：30～　本店401会議室【対面・WEB開催】

 　14：30～　田原支店大会議室【対面開催】

※４月６日開催の説明会動画を公開します。
　説明会への参加及び動画閲覧の申込は「マイナビ2024」よ
りお願いします。
問い合わせ先＝人事課　☎34・0373㈹　

■ 営農指導課より

　黄色粘着板「ホリバー」の
　取りまとめを行います
　トマト黄化葉巻病対策の一環で令和５年度田原市補助事
業予定の「ホリバー」の取りまとめを行います。申込み用紙
は、資材センター・事業所・支所・営農指導課にて準備し
てありますので、よろしくお願いします。
　なお、補助事業が不採択の場合、申込みは無効となります。
●提出期限　４月３日㈪
●対象品目　トマト類
●補助率は、田原市1/4以内、JA1/4以内、残りが生産者負

担の見込みです。

問い合わせ先＝営農指導課   ☎34・1052　
　　　　　　　資材課   　　☎34・0384

■ 資材課より

　 令和５年度  廃プラ回収の委任状を
                  提出してください
　農業用廃プラの処理委託については毎年、排出農家より
JAへ処理委託の「委任状」の提出が必要です。
　令和５年度について、今月の広報誌と共に「令和５年度農
業用廃プラスチック回収のご案内」をお届けしますので、最
終ページの委任状と押印した印鑑を持参して、排出予定の
ある方は最寄りの資材窓口へ４月７日㈮までに提出をして
ください。（４月８日㈯以降は各地域資材センターにて受付）
　なお、委任状の提出がない場合は、持ち込みをお断りさ
せていただきますので、ご注意ください。
農業用使用済みプラスチックは、使用者自らが適正に
処理する事が義務付けられています。ルールを守り、
適正に処理しましょう。

問い合わせ先＝田原資材センター  ☎23・1636
　　　　　　　赤羽根資材センター ☎45・3134
　　　　　　　渥美資材センター  ☎32・3000

■ 燃料課より

オイル交換キャンペーンを開催します！

　燃料課各ＳＳ（燃料センター除く）では、下記の期間におい
てオイル交換キャンペーンを開催いたします。
　是非この機会に、大切なお車のメンテナンスを！
●実施期間　4月17日㈪～５月31日㈬まで
●キャンペーン内容　
　　　　　　オイル交換　通常価格より２０％引き

問い合わせ先＝燃料課　☎２２・4417
又は最寄りのＳＳまでお願いします。

▲JA愛知みなみHP ▲マイナビ2024
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 年金相談会 

４月14日㈮
10：00〜15: 00 本店 ☎32・3600

４月20日㈭
10：00〜16: 00 田原支店 ☎23・2151

 休日住宅ローン等相談会
      ※原則予約制（当日受付は希望に添えない場合があります）
      ※web からもご予約が可能です➡

４月１日㈯ 9 : 00

〜

12 : 00
ふれあい支店 ☎22・20８1

４月15日㈯

  共済休日営業のご案内
 　  ※自動車共済等各種お手続きが可能です

４月１日㈯ 9 : 00

〜

13 : 00
ふれあい支店 ☎27・6160

４月15日㈯ 

各種相談会のご案内

JA葬祭課

求人のご案内

予約制 ※定員あり

ふれあい支店

JA-SS

ヤマナカ

●業務内容　①給油所全般  ②現場作業全般
●勤 務 地　①各 SS（要相談）  ②田原エコセンター
●勤務時間　要相談
●時　　給　1,000円〜　
●募集人数　若干名　

問い合わせ先＝
①燃料課　　　　　　☎22・4417  担当 横田　　
②田原エコセンター　☎24・7474  担当 大羽　　

■ 金融部より　

豊かなセカンドライフに備えて、
いま注目のｉＤｅＣｏをはじめませんか？
　ＪＡバンクでは老後に向けて資産形成ができるｉＤｅＣｏを
取り扱っております。ｉＤｅＣｏ（個人型確定拠出年金）は、原
則65歳未満の公的年金の被保険者の方が加入できる税制優
遇のある年金制度です。月額5,000円から始められる長期
積立により、将来受け取る自分の年金を増やすことをめざ
せる仕組みです。 

３つの税金メリット
①拠出した掛金は全額所得控除の対象となります
②運用中の利息・運用益は非課税となります
③受け取る際にも税制優遇措置があります
※原則、60歳まで途中の引き出し、脱退はできません。
※運用商品はご自身で選択いただきます。運用の結果によっては、損

失が生じる可能性があります。 
※加入から受け取りが終了するまでの間、所定の手数料がかかります。
※ＪＡバンクはみずほ銀行の個人型確定拠出年金プランの一部業務を

受託しています。
※本資料は発行時点の法令等に基づいて作成

していますが、今後の法令等の改正により
記載内容が実際と異なる場合があります。 

　詳しい内容につきましては、お近
くの金融窓口もしくはＪＡバンクの
ｉＤｅＣｏ（みずほプラン）ホームページ
よりご確認ください。 

■ 営農企画課より　

　農業実習生（フィリピン）の
　受入農家を募集します

　発展途上国等の経済発展や産業発展の担い手となる人
材育成を目的とする「外国人技能実習生制度」による農業
実習生の受入を希望する農家を募集します。制度の目的
と内容をご理解いただき、お申し込みください。
※申し込みに先立ち、制度説明および必要書類等ご確認

がございます。
※必要書類をご提出していただき、審査を行います。
※受入れを希望される場合、審査等の関係上、４月中に

お越しください。
※当募集から最も早い入国までおおよそ1年となります。
※職業紹介事業のため、応募されても必ず実習生候補者

がいるとは限りません。
※当制度は人手不足を補うなど労働力確保の事業ではご

ざいません。

問い合わせ先＝営農企画課　☎34・1051
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※この資料は概要を説明したものです。詳細については「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および

「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

①①建建物物のの増増改改築築等等にによよりり延延べべ面面積積をを変変更更ししたた場場合合

・建物の増改築により、延べ面積が増加した。

・「契約している建物（母屋）」と「別建物（離れ）」を渡り廊下等でつないだ。

②②建建物物のの増増改改築築等等にによよりり建建物物のの構構造造をを変変更更ししたた場場合合

・建物の増改築により、外壁材を変更（木板→サイディング等）した。

・ガラス温室に硬質フィルム（エフクリーン等）を被覆した。

・契約している「耐火造の建物（母屋）」と「木造の別建物（離れ）」を渡り廊下等でつないだ。

③③建建物物のの設設備備等等をを設設置置・・変変更更・・撤撤去去・・解解体体ししたた場場合合

・屋根に新たに太陽光パネルを設置した。

※上記のほかに告知事項の内容に変更を生じさせる事実が生じた場合、ＪＡまでお知らせいただく必要があります。

・通知義務については共共済済証証書書のの裏裏面面や継続時にＪＡから送付される建建物物更更生生
共共済済契契約約継継続続証証の裏面に記載されておりますので、ご確認ください。

・通知の内容によっては、共済掛金が変更となる場合があります。

詳細についてはおお近近くくののＪＪＡＡ支支店店共共済済窓窓口口ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

建建物物のの用用途途・・構構造造をを変変更更、、増増改改築築・・修修繕繕ししたた場場合合、、契契約約者者ままたたはは被被共共済済

者者かかららＪＪＡＡにに通通知知すするる必必要要ががああるるここととををいいいいまますす。。

※（参考）令和４年度 建物更生共済約款 基本条項第 17条 抜粋

危危険険のの増増加加・・減減少少にに伴伴うう通通知知義義務務ととはは？？

共共済済のの対対象象ででああるる建建物物、、特特定定建建築築物物ももししくくはは共共済済のの対対象象でで

ああるる動動産産をを収収容容すするる建建物物のの用用途途・・構構造造のの変変更更、、増増築築ままたたはは

引引きき続続きき１１５５日日以以上上のの改改築築・・修修繕繕ををししたた場場合合。。

共共済済契契約約者者やや被被共共済済者者ににはは、、共共済済のの対対象象ととななるる建建物物やや動動産産にに変変更更がが生生じじたた場場合合、、

遅遅滞滞ななくくごご加加入入先先のの JJAAにに通通知知いいたただだくく義義務務（（通通知知義義務務等等））ががあありりまますす。。

ごご通通知知ををいいたただだけけなないいとと、、共共済済金金ををおお支支払払いいででききなないいここととやや、、減減額額ししてておお支支払払

いいすするるここととががあありりまますすののででごご注注意意くくだだささいい。。
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組合員数　9,069

正組合員          5,533
准組合員　     3,536

令和5年２月28日現在

▲理事会だより
第11回　定例理事会
●と　き　　３月６日㈪
●ところ　　本店４階役員会議室

【 議　案 】
1.ＪＡバンク投信ネットサービス利用規程の制定およ

び投資信託総合取引規程の一部改正について（案）
2.令和４年度貸出金の不良債権処理について（案）
３.令和４年度経済未収金の不良債権処理について（案）
４.令和５年度延滞未収金及び延滞貸出金の回収・

保全方針について（案）
５.赤羽根支店および和地支所解体工事について（案）
６.令和５年度（令和６年度採用）職員採用計画（試

験日程等）について（案）
７.職員給与規程の改正について（案）
８.令和５年度役員賠償責任保険について（案）
９.㈱ジェイエイ東三河ジーピーセンターの株式譲

渡について（案）
10.組合員の資格喪失による法定脱退について（案）
11.第９期学識経験役員の推薦について（案）
　　　　　　　以上の事項を可決承認しました 28年

おか
げさまで

アファーム乳・アニキ乳　大特価！

雑草は病害虫発生の原因となります。
施設や、ほ場周辺の雑草の防除は
早めに行いましょう！
お得なこの機会に
ぜひ、お買い求めください。

期間／令和元年
6月21日㈮→7月4日㈭

資材窓口
（資材センター、事業所、支所）

茎葉除草剤
（ラウンドアップ、バスタ、タッチダウンiＱ他）
選択性除草剤
（クレマート、ゴーゴーサン、トレファノサイド他）

期間中対象商品のお買い上げ金額に応じてＪＡま
つりお買い上げ抽選会・抽選券・抽選補助券を差し
上げます。

場　所

JAまつりお買い上げ抽選会対象

対象商品

開催予定

開催予定夏の粒
剤・殺虫剤キャ

ンペーン・

大型ボトル・展
着剤キャンペー

ンを

７月下旬より開
催する予定です

！

対象商品をお買上げの方に粗品を進呈!

Present!

資材部よりお知らせ

期間中はキャンペーン価格にて販売いたします！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

夏
草
撲
滅

土が硬くなると、根は酸素欠乏で呼吸困難
となり、生育不良やなり疲れになります

こんな症状には

団粒化促進剤、サンソ剤を
使いましょう。

期間／令和元年
7月    日（月）→8月    日（金）

団粒化促進剤

サンソ剤

キ
ャ
ン
ペー
ン

土
づ
く
り
応
援

資材部よりお知らせ

第２弾

シンボルエース
キッポ団粒プラス
キッポ青

フレッシュサンソ
ネオカルオキソ
フレッシュサンソ液

まとめ買いがお得で
す
で
す

期間
限定
期間
限定

期間中、対象商品を 一度に10個購入で
１個 プレゼント!!

キッポ青20㎏を５本購入ごとに
キッポ青２㎏を３本プレゼント！

※団粒化促進剤とサンソ剤を合わせての10個は対象外となります

【 対象商品 】

さらに

資材窓口 （資材センター、事業所、支所）

お問い合わせは最寄りのs

資材課

燃料課より

●田原中央セルフＳＳ　閉店時間　17：00
●赤羽根セルフＳＳ　　閉店時間　17：00
●福江セルフＳＳ　　　閉店時間　17：00

日頃は燃料事業をご利用いただきありがとうございます。
３月31日㈮は誠に勝手ではございますが、
業務の都合（決算業務）により営業時間を
短縮させていただきますので
ご理解のほどお願いします。

問い合わせ先＝燃料課　☎22・4417

３月３１日金は
各給油所ともに
閉店時間が１７：００  となります

ヴィレッジさくら B202号室
貸アパート

宅地建物取引業者免許 愛知県知事（５）第19414号 取引形態：仲介 
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ヴィレッジさくら
D202号室

貸アパート

所在地 田原市田原町柳ヶ丘36
構 造 軽量鉄骨造２階建
新築年 平成16年 
専有面積 53.84㎡ 
間取り ２LDK
家賃 62,000円 
共益費 2,000円 
駐車場 3,000円／台

宅地建物取引業者免許 愛知県知事（５）第19414号 取引形態：仲介 

―

不
動
産
の
こ
と
な
ら
Ｊ
Ａ
へ―

 

総合企画部組合員課
（資産管理担当者）担当 小久保
TEL0531・34・0375

売
却
物
件

募
集
中
！

所 在 地 田原市田原町柳ヶ丘36
構　　造 軽量鉄骨造２階建
新 築 年 平成16年 
専有面積 53.84㎡ 
間 取 り ２DK
家　　賃 54,000円 
共 益 費 2,000円 
駐 車 場 3,000円／台
敷　　金 無し
礼　　金 無し
そ の 他 町内会費 600円／月
 クリーニング費（鍵交換費用含む）75,900円（入居時：税込）
交　　通 豊橋鉄道渥美線三河田原駅より徒歩21分
入居可能日 ４月下旬

 平成28年10月３日月～10月13日木

秋冬作の定植も終盤に近づきました。
初期防除キャンペーンに続き、第２弾のキャンペーンを
資材各窓口で開催します。
栽培暦に沿った農薬のご利用をお願いします。

  お買い上げ特典　対象商品購入で粗品プレゼント

※対象商品は窓口に提示します。

アグリメック・アニキ乳・アファーム乳・コテツＦＬ
スタークル顆粒水溶・ディアナSC・トルネードエースＤＦ
プレオＦＬ・フェニックス顆粒水・プレバソンＦＬ・マッチ乳
モスピラン顆粒水溶　他
アフェットＦＬ・アミスター20FL・カンタスＤＦ
カスミンボルドー・カセット水和・バリダシン液
ベンレート水和・ラリー乳

キャンペーン価格

資材窓口（各資材センター・事業所・支所）

ぼ く め つ

※JAまつりお買い上げ抽選の対象となります。

平成29年２月28日㈫
申し込み先＝資材窓口（各資材センター・事業所・支所）受付締切

　今月号の特集は「TＡHＡRＡぐるっ
と農業フェスタ２0２３」の様子をお届け
しました。写真撮影にご協力いただき
ありがとうございました！出品物即売
会は、開始前から多くの方にご来場い
ただき大盛況でした。また来年の開催
を楽しみにしていてください♪K.o

編 

集 

後 

記
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残留基準値
超過の
原因と対策

散布後は
器具をよく
洗浄する！

ドリフトを
防ぐ！

隣接する作物への影響（ドリフト）
畦畔・水田・キャベツ・トウモロコシに使用した除草剤が
周辺の作物に対して薬害を発生させる恐れがある。
・キャベツ=ナブ乳剤        　トウモロコシ=ゲザノンゴールド
・畦畔で散布した除草剤（ラウンドアップマックスロード、バスタ液剤等）
                 キャベツ・トウモロコシ

１．適用外使用
２．使用時期・回数、
　使用量・濃度の間違い
３．ドリフト（飛散）
４．防除器具の洗浄不足

適用作物の間違いや思い込みに注意

収穫前日数、使用時期、成分の総使用回数
使用量・濃度の確認

風の強さや風向きに注意

散布後の器具の洗浄（タンク、ホース、噴口内も）

　

原因 対策

万が一、事故が発生した場合に備え、農薬使用後は必ず記帳しましょう。

●タンク・ホース・噴口（ノズル）の中に薬液が残りやすいので、濁った水が出なくな
るまで十分に洗い流す。 （➡部分）

●ストレーナー （➡部分）は、薬
剤散布後に必ず洗浄する。

●器具等を洗浄した水は、排水路
や河川等に直接排水することを
避け、適正に処理する。

●次作に影響が出ないよう、十分
に洗浄を行いましょう。

●散布作業は、風の強くない時に行い、風向きに十分注意する。
　また、ほ場の外側から内側に向けて散布するよう心掛ける。
※試験した結果、風速３ｍ以上で散布すると20ｍを超える飛散が認められました。
●ドリフト低減ノズルを使用したり、作物に対して低い位置で散布するなど、十分注意する。

問い合わせ先　 営農指導課　☎34-1052

思わぬ薬害の発生や農薬の残留基準値を超えるおそれがありますので、農薬を使う時は、次のことを確認してください。

農薬は正しく使って事故防止！！！

※農薬の散布にあたっては有効年月以内の農薬を
　ラベルの記載に従って使用して下さいドリフト（飛散）に注意

「作物残さ」や「堆肥」などは、早めにほ場へすき込みましょう！

作物残さは病害虫の発生源になります。
次作のためにも、また、近隣ほ場に迷惑を
掛けないためにも、早めに片付けましょう。
栽培者全員・地域全体で施設やほ場周辺の
防除を徹底し、病害虫の生息場所をなくし、
日本一の産地を維持しましょう。

堆肥の投入は土づくりに有効ですが、
大量投入やほ場へのすき込みが遅くなる
ことで、周辺への悪臭問題や汚水の流出、
投入ほ場での根傷みなどの原因となりま
す。適正量を守り、投入後速やかにほ場
へすき込みましょう。(秋冬作栽培生産基準等参照 )


